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政策金利は据え置きされるも、堅調な経済政策金利は据え置きされるも、堅調な経済
に下支えされるニュージーランドドル

ニュージーランド準備銀行（中央銀行）は29日の金融政策決定会合で、政策金利を3.5％に据え置きました。

今後については、経済指標次第で政策金利の引き上げ・引き下げともに可能性があるとし、前回会合時に

比べてややハト派寄りな姿勢が示されたことから 29日のニュ ジ ランドドルは軟調に推移しました比べてややハト派寄りな姿勢が示されたことから、29日のニュージーランドドルは軟調に推移しました。

ニュージーランドドルは原油価格の急落やギリシャのユーロ離脱懸念の高まりなど、不透明感が強まった局

面でも、相対的に堅調に推移してきました。この背景には、日欧の緩和的な金融政策を受けて世界的な低

金利環境が継続する中において、ニュージーランドの相対的に高い金利水準が選好されていたことなどがあ

ると考えられます。さらに、ニュージーランド経済は、移民の増加や、2015年から2016年にかけてピークにな

るとみられるクライストチャーチ地震の復興需要などを背景に好調で、今後のインフレ率などの動向次第で

は利上げに動くものとみられます。米国を除く主要先進国の利上げが見込みにくいなかで、金利面での優位

性 今後も維持されるも と考 られます また ジ ド 主 輸出 ある乳製 など性は今後も維持されるものと考えられます。また、ニュージーランドの主要輸出品目である乳製品などのソフ

トコモディティは生活必需品であることから、価格が景気動向に左右されにくく、相対的に安定しているとされ

ています。実際、2014年7月以降、原油価格や鉄鉱石価格は大きく下落しているものの、乳製品の価格の下

落幅は限定的なものとなっています。

今後については、米国の利上げの他に、乳製品価格のさらなる下落がリスクとしてあげられますが、ソフトコ

モディティであることから、中国需要の影響を受けやすい鉄鉱石価格や、依然として先行き不透明感の強い

原油価格に比べ、リスクは限定的とみられます。また、ユーロ圏の成長減速懸念については、ニュージーラ
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ンドの主な貿易相手がアジアであることから、その影響は比較的軽微となると考えられます。主要先進国の

なかで経済が相対的に堅調なうえ、金利水準が高く、利上げの可能性が残されている数少ない国ということ

もあり、ニュージーランドドルは底堅く推移することが期待されます。
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ニュージーランドドルと政策金利の推移 相対的に底堅い乳製品価格
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（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

※起点を100として指数化

乳製品：ニュージーランドGDT価格指数、原油：WTI先物、
鉄鉱石：中国鉄鉱石62%スポット
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NZドル（対円）：左軸 政策金利：右軸

■ 当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資

料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。 1/11/1

※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。
鉄鉱石：中国鉄鉱石62%スポット


